
厚生労働大臣が定める掲示事項について 

 

（令和７年８月 1日現在） 

 

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

 

 その他の指定 

  ・労災保険指定医療機関 

・生活保護法指定医療機関 

・結核予防法指定医療機関 

  ・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第３８条第２項の規定に基づく 

第一種協定指定医療機関 （福井県知事による指定） 

第二種協定指定医療機関 （福井県知事による指定） 

 

■開設者 

 理事長 村井アトム 

 

■管理者 

院長  村井アトム 

 

■診療日及び診療時間 

 診療日  月～土曜日 

  診察時間 月・火・水・金曜日 ８時３０分～１７時３０分 

       木・土曜日     ８時３０分～１２時３０分 

 

■医療法承認病床数 

  一般病床 ４３床 （３階病棟） 

  療養病床 ２８床 （４階南病棟） 

 

■近畿厚生局への届出事項について 

  次の通り届出を行っています。 

  〇入院時食事療養費 

    入院時食事療養（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ）の届出を行っています。 

管理栄養士によって管理された食事を適時（朝食７時３０分、昼食 12 時、夕食 18 時）適温

にて提供しています。 

  〇基本診療料にかかる施設基準 

    ・医療 DX 推進体制整備加算  ・診療録管理体制加算３   ・療養環境加算  

・療養病棟療養環境加算１  ・感染対策向上加算３    ・後発医薬品使用体制加算３ 

・データ提出加算      ・認知症ケア加算 

  



〇特掲診療料にかかる施設基準 

・がん性疼痛緩和指導管理料       ・がん治療連携指導料 

・電子的診療情報評価料         ・検体検査管理加算（Ⅰ） 

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影        ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 

・運動器リハビリテーション料（Ⅱ） 

・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１６号に揚げる手術（胃瘻造設術） 

・人工肛門/人工膀胱造設術前処理加算   ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

・がん治療連携指導料          ・電子的診療情報評価料 

・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）  ・入院ベースアップ評価料４３ 

 
■入院基本料に関する事項について 

  〇３階病棟４３床 

地域包括ケア病棟入院料１を算定しています。 

当該病棟では、１日９人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と５人以上の看護補助者が

勤務しています。 

時間帯ごとの配置は下図をご覧ください。 

  〇４階南病棟２８床 

    療養病棟入院基本料１を算定しています。 

当該病棟では、１日に５人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と５人以上の看護補助者

が勤務しています。 

時間帯ごとの配置は下図をご覧ください。 

     

 

 勤務時間 
看護職員１人当たりの   

受け持ち患者数 

看護補助者１人当たりの

受け持ち患者数 

地域包括ケア病棟 
（３階病棟） 

午前９時～ 

午後５時 
６人以内 ８人以内 

午後５時～ 

午前９時 
１９人以内 

 

 
療養病棟 

（４階南病棟） 

午前９時～ 

午後５時 
７人以内 ７人以内 

午後５時～ 

午前９時 
２８人以内 ２８人以内 

なお、当院では入院基本料の基準により、患者さんの負担による付添看護は認めていません。 

 

■入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制について 

当院では、入院の際に医師をはじめとする関係職員が共同して、患者さんに関する診療計画を策定

し、７日以内に文書によりお渡ししています。 



また、厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制の

基準を満たしています。 

・安全な医療を提供するために、医療安全管理者等が医療安全管理委員会と連携し、より実効性の

ある医療安全対策の実施や職員研修を計画的に実施しています。 

・感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等をおこ

ない、院内感染対策を目的とした職員の研修を行っています。また、院内だけにとどまらず、地域

の高齢者施設や病院の感染防止対策の知識の向上のための活動を行っています。 

 

■個人情報の取り扱いについて 

個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責任と考えています。 

そのため個人情報保護に関する方針を定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、個人情報保護に努

めています。 

 
■個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の発行について 

当院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収書の発行の際

に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しています。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行してい

ます。 

発行を希望される方は、会計窓口にその旨お申し付けください。 

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点、ご理

解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行も含めて、自己負担のある

方で明細書を希望されない方は、会計窓口にその旨お申し出ください。 

 

■一般的名称を記載する処方せんの交付について 

  当院では一部の医薬品において供給が不安定な状況が見られることから患者さんへの適切な薬剤の

処方・服用が行えるよう、院外処方せんの表記方法について、適宜、一般名処方※を行います 

一般名処方を行うことで、「先発医薬品」と「後発医薬品（ジェネリック医薬品）」のいずれかを薬

剤師と相談して選んでいただけます。 

ただし、医師が商品名を指定して処方する場合や、後発医薬品が存在しないお薬については、今ま

で通りの処方になります。 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）は先発医薬品よりも価格を安くすることができるため、患者さ

んの負担金が軽減されるメリットがあります。 

※一般名処方とは 

①商品名や会社名を指定せず、「薬の有効成分（一般名）」での記載となります。 

②厚生労働省が示している記載方法に準じて【般】+【一般名】+【剤形】+【含量】での記載

となります。 

ご不明な点がありましたら、主治医にご相談ください。 

 

■後発医薬品使用について 

   当院では、後発医薬品の使用を促進し、患者さんの医療費負担が軽減されるよう努力しています。 



現在、一部の医薬品について十分な供給がなされず、確保の難しい状況が続いており、医薬品卸

し業者や保険薬局等と連携し患者さんの処方・投薬に影響が出ないような取り組みを行っています。 

しかしながら、医薬品の供給不足等が発生した場合、処方・投薬内容の変更やそれに伴った治療

計画の見直しを行う可能性があります。 

そのような場合、適切な対応ができるよう体制を整備しており、変更となる場合は十分な説明を

行いますのでご安心ください。 

 

■長期処方・リフィル処方せんの発行について 

  当院では患者さんの状態に応じ 

   １）２８日以上の長期の処方を行うことが可能です。 

   ２）リフィル処方せん※を発行することが可能です。 

    ※リフィル処方せんとは、病状が安定している患者さんに対して、医師の処方により医師及び

薬剤師の適切な連携の下で、一定期間内に、最大３回まで反復利用できる処方せんです。 

  なお、病状に応じて対応することができない場合もあります。 

  ご希望される場合は、主治医までご相談ください。 

 

■オンライン資格確認について 

当院はオンライン資格確認の導入医療機関です。 

オンライン資格確認とは、健康保険証と紐づけされたマイナンバーカード（マイナ保険証）ま

たは健康保険証を使用して、医療機関に設置された専用端末よりオンラインで保険証の資格情報

を確認することができる制度です。（注１） 

また、マイナ保険証を利用していただくと、他の医療機関で処方された薬剤情報や特定検診の

情報をオンラインで確認することも可能です。診療に必要となる正確な情報を取得・活用するこ

とにより質の高い医療の提供に努めます。（注２） 

オンライン資格確認や薬剤情報等の提供に同意される場合は、診察前に専用端末より同意確認

の操作をお願いいたします。 

（注１）マイナンバーカードを健康保険証として利用するには、事前に政府運営サイト『マイナ

ポータル』または一部コンビニ ATMにて申し込み登録が必要です。 

（注２）他の医療機関で処方された薬剤情報や特定検診の情報を医療機関側が確認するには、専

用端末にて患者様の同意確認が必要となります 

 

■医療ＤＸ推進の体制に関する事項及び情報の取得・活用等について 

当院では医療 DX推進に関して、以下の体制で診療を行っています。 

（1）オンライン資格確認を行う体制を有しています。 

（2）電子資格確認を利用して取得した診療情報を、診察室で閲覧又は活用できる体制を有してい

ます。 

（3）電子処方箋の発行や電子カルテ情報共有サービス等の医療 DX にかかる取り組みを実施するよ

う今後計画・実行していきます。 

（4）マイナンバーカードの健康保険証利用について、お声掛け・ポスター掲示を行っています。 

（5）医療 DX 推進の体制に関する事項及び質の高い診療を実施するための十分な情報を取得・活用

して診療を行うことについて、当院の見やすい場所及びホームページに掲示しています。 



■保険外負担に関する事項について 

 

〇特別療養環境の提供について 

   ご希望される方は、別途料金をご負担いただきます。 

 室料差額（１日につき） 

病棟階数 部 屋 番 号 
料 金 

（税込） 

３階病棟 

１０１号室、１０２号室、１０６号室、１０７号室、１１６号室 

１１７号室、１１８号室、１２０号室、１２１号室、１２２号室 
４，４００円 

１１５号室、１２３号室 ５，５００円 

 

４階南病棟 

 

２０１号室、２０２号室、２０６号室、２０７号室 ３，３００円 

なお、その他の部屋では差額ベッド料金はいただいておりません。 

 

〇長期収載品の処方等又は調剤に関する制度の趣旨及び特別の料金について 

   令和６年１０月より後発医薬品（ジェネリック医薬品）があるお薬で、先発医薬品（長期収載品

※）の処方を希望される場合に、長期収載品の薬価と後発医薬品の最高価格帯の価格差４分の１を

（消費税を含めて）負担していただきます。（外来処方のみ） 

    ※長期収載品 … 1.後発医薬品の上市後５年以上経過したもの 

             2.後発医薬品の置換率が５０％以上となった先発医薬品および準先発品 

   ただし、以下の場合は選定療養の対象外となります。 

    a）医療上必要があると認められた場合 

 b）後発医薬品の在庫状況等を踏まえ後発医薬品を提供することが困難な場合 

 c）バイオ医薬品 

 

〇その他保険外負担にかかる費用について 

   以下の項目について、その使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願いしています。なお、衛

生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」についての費用の徴

収や、「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は一切行っていません。 

  

名   称 料金（税込） 

 

名   称 
単 
位 

料金（税込） 

インフルエンザ ４，５００円 普通診断書代 １枚 ３，３００円 

肺炎球菌 ７，５００円 生命保険等診断書代 １枚 ５，５００円 

MR ワクチン ９，５００円 障害認定用診断書代 １枚 １１，０００円 

麻しん･風しん ５，５００円 死亡診断書代 １枚 ５，５００円 

流行性耳下腺炎 ５，５００円 年間医療費証明書代 １枚 １，１００円 



二種・三種混合 ５，５００円 エンゼルケア １回 １１，０００円 

日本脳炎 ６，０００円 指定難病用診断書 １枚 ５，５００円 

水痘 ７，０００円 診断書（裁判所用） １枚 
５，５０0

円 

A型肝炎 ７，０００円    

B型肝炎 ５，０００円    

 

 

名   称 単 位 料金（税込） 

横モレ安心テープ止め S22 １枚 １０６円 

横モレ安心テープ止め M22 １枚 １４９円 

横モレ安心テープ止め L17 １枚 １６０円 

横モレ安心テープ止め LL15 １枚 １７６円 

のびーるフィットテープ止め S-M １枚 １４８円 

外モレ安心さらさらパッド １枚 ６２円 

長時間安心さらさらパッドプレミアム １枚 ６８円 

一晩中安心さらさらパッドスーパー １枚 １１１円 

一晩中安心さらさらパッドウルトラ １枚 １１１円 

フラットタイプレギュラー  １枚 ３１円 

リハビリパンツレギュラー Ｓ １枚 １４６円 

リハビリパンツレギュラー M １枚 １４６円 

リハビリパンツレギュラー L １枚 １６２円 

リハビリパンツレギュラー LL １枚 １８１円 

尿とりパッドレギュラー女性用 １枚 ２５円 

 

 

 

 

■医療従事者の負担軽減及び処遇の改善に対する取り組みについて 

当院では、医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に関する取組として下記の事に取り組んでいま

す。 

〇看護職員の負担軽減に関する取組み  

 ①業務量の調整 

 ②看護職員と多職種との業務分担 

 ③多様な勤務形態の導入 

 ④夜勤負担の軽減 

 ⑤妊娠中、育児 又は 介護を行っている職員への配慮 



項目 目標達成年次 具体的な取り組みの内容 

業務量の調整 時間外労働が生じ

ないような業務量

の調整 

令和７年度末 

※前年度より継続 

・病棟などの状況に応じて他部署から、応援

看護師を派遣する。 

・多様な勤務形態の導入により業務量を分散

する。 

看護職員と他職種

との業務分担 

薬剤科 

令和７年度末 

※前年度より継続 

・薬剤師により持参薬確認業務を行う。 

・採用薬剤の変更、新規採用等の資料を作成

する。 

リハビリテーショ

ン科 

・リハビリ実施患者にかかる移送業務の軽減

を図る。 

検査科 ・外来における検査に必要な採血業務を分 

 担する。 

・検体スピッツの集配、データを届ける。 

地域医療連携室 ・入院時病棟への送迎や案内・誘導を行う。

病棟が対応できない場合に同行する。 

・他科受診、入退院調整を相談室・看護部と

共同して行う。 

多様な勤務形態の導入 令和７年度 

（第１四半期） 

・早出、遅出等従事しやすい勤務形態を導入

する。 

夜勤負担の軽減 夜勤従事者の配置 令和７年度末 

※前年度より継続 

・夜勤専従従事者の導入による従事者の負担

軽減。 

妊娠・子育て中、

介護中の看護職員

に対する配慮 

超過勤務及び夜勤

勤務の制限 

令和７年度末 

※前年度より拡充継続 

・妊娠中に所属長に申し出ることで、超過勤

務及び夜勤減免が可能なことの周知・啓

発。職員相互間の理解を深める。 

産前産後休暇 ・産前 8 週間前から産後 9 週間を経過するま

で取得可能なことの周知・啓発。職員相互

間の理解を深める。 

育児休業制度 ・出生時育児休業（産後パパ育休）の取得推

進・理解を求める。 

育児支援制度 ・小学校就学の始期に達するまでの子を養育

する職員は育児短時間勤務及び部分休業が

取得可能なことの周知・啓発。職員相互間

の理解を深める。 

・子の看護休暇の取得要件拡充にかかる周

知・啓発。職員相互間の理解を深める。 

介護支援制度 ・要介護者の介護のために連続する 6 か月の

期間内で必要な期間に勤務しないことが可

能。 

介護休暇制度 ・要介護種の介護及び要介護者の必要な世話

をする職員は年 5 日取得可能なことの周

知・啓発。職員相互間の理解を深める。 

その他 電子ｶﾙﾃ導入検討 令和７年度末 ・業務効率化等を図るべく導入検討をする。 

 

■医療相談、入退院支援（地域医療・介護連携）について 

診療内容に関すること、医療費に関すること、職員の接遇に関すること、退院後のこと等、患者さ

んの立場に立ち、問題解決のためのお手伝いをしています。 

また、患者さんが安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を継続できるように、

施設間の連携を推進し退院のご支援を実施しています。 

１階正面右側にありますので気軽にお声掛けください。職員にお声掛けいただければお取次ぎもい

たします。 

 



■厚生労働省が定める手術に関する施設基準にかかる実績について（2024年 1月～12月） 

  「医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 5 及び 6」の届出の対象となっている手術実績は以下の通

りです。 

区分 １ に分類される手術 手術件数 

頭蓋内腫瘍摘出手術等 ０ 

黄斑下手術等 ０ 

鼓室形成手術等 ０ 

肺悪性腫瘍手術等 ０ 

経皮的カテーテル心筋焼灼術 ０ 

 

区分 ２ に分類される手術 手術件数 

水頭症手術等 ０ 

鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 ０ 

尿道形成手術等 ０ 

角膜移植術 ０ 

肝切除術等 ０ 

子宮付属器悪性腫瘍手術等 ０ 

 

区分 ３ に分類される手術 手術件数 

上顎骨形成術等 ０ 

上顎骨悪性腫瘍手術等 ０ 

バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉） ０ 

拇指化手術等 ０ 

内反足手術等 ０ 

食道切除再建術等 ０ 

同種死体腎移植術等 ０ 

 

区分 ４ に分類される手術件数 手術件数 

 ０ 

  

その他の区分に分類される手術 手術件数 

人工関節置換術 ４ 

乳児外科施設基準対象手術 ０ 

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ０ 

冠動脈、大動脈バイパス移植術（人工心肺を使用しないものを

含む）及び体外循環を要する手術 
０ 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■意思決定支援に関する指針について 

当院では、患者さんの意思決定を支援し、医療・ケアを提供するため適切な意思決定支援に関す

る指針を定めています。 

 

■身体的拘束最小化に関する取組について 

当院では、身体拘束は患者さんの権利である自由を制限するため、原則実施しない方針ですが、

関係者で検討を行い、合意形成した方針に基づき医療安全対策を行うことで、緊急及びやむを得な

い状況を除き、身体拘束を実施しない医療・看護の提供に努めていきます。 

具体的な取り組み）・身体拘束の実施状況の把握 

・最小化に向けたケアの検討及び職員研修の実施 

 

経皮的冠動脈形成術 ０ 

急性心筋梗塞に対するもの ０ 

不安定狭心症に対するもの ０ 

その他のもの ０ 

経皮的冠動脈粥腫切除術 ０ 

経皮的冠動脈ステント留置術 ０ 

急性心筋梗塞に対するもの ０ 

不安定狭心症に対するもの ０ 

その他のもの ０ 


